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12.7［木］ The 7th W
eekday 

Afternoon Concert
〈ロシアの偉大な芸術家たち〉

                              Great Russian Artists
指揮とお話 伊藤 翔 Sho Ito, Conductor & speaker ▶ プロフィールは8ページを参照ください

コンサートマスター 依田真宣  Masanobu Yoda, concertmaster

カバレフスキー： 
歌劇『コラ・ブルニョン』序曲 op. 24  (約5分) ▶ 曲目解説は11ページを参照ください
Kabalevsky: "Colas Breugnon " overture op. 24 (ca. 5 min) ▶P. 19 for the program notes 

―　休憩　Intermission （約15分） ―

チャイコフスキー： 
交響曲第4番 ヘ短調 op. 36︎ (約42分) ▶ 曲目解説は13ページを参照ください
Piotr Ilyich Tchaikovsky: Symphony No. 4 in F minor op.36 (ca. 42 min) ▶P. 21 for the program notes

Ⅰ． アンダンテ・ソステヌート─モデラート・コン・アニマ
 Andante sostenuto - Moderato con anima

Ⅱ． アンダンティーノ・イン・モード・ディ・カンツォーナ
 Andantino in modo di canzona

Ⅲ． スケルツォ：ピチカート・オスティナート
 Scherzo: Pizzicato ostinato

Ⅳ． フィナーレ：アレグロ・コン・フォーコ
 Allegro con fuoco

平日の
午後の
コンサート

第7回

イラスト：ハラダ チエ

主催：公益財団法人東京フィルハーモニー交響楽団
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術創造活動活性化事業） 
Presented by Tokyo Philharmonic Orchestra 
Subsidized by the Agency for Cultural Affairs Government of Japan 

12/7（木）14:00開演 東京オペラシティ コンサートホール
Thu. December 7, 2017, 14:00 at Tokyo Opera City Concert Hall
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本公演のポイント� 解説＝柴田克彦

チャイコフスキーのパトロンとして有名なのが、フォ
ン・メック夫人です。彼女は鉄道王の裕福な未亡人
で、モスクワに54部屋（！）の豪邸をもっていました。
９歳年下のチャイコフスキーが夫人と文通を始めた
のは、交響曲第４番の作曲開始直前の1876年12月、
支援（年6000ルーブル）が始まったのは、同曲完成
直前の1877年12月です。おかげで彼はモスクワ音
楽院の教授をやめ、作曲に専念できるようになりました。そして文通は14年も続き、チャイ
コフスキーの手紙は760通、メック夫人の手紙は451通が残っています。しかし二人は手
紙だけの交際を続け、一度偶然出会ったときも言葉を交わさないまま……。この関係は実
に不思議です。ところが夫人は1890年９月、財政的困難を理由に突然援助を打ち切りまし
た。どうやら息子たちに止められたようです。ちなみに夫人は、後に印象派音楽を確立した
若きフランス人、ドビュッシーをお抱え音楽家にし、チャイコフスキーの交響曲第４番を連弾
したとか。この曲を弾くドビュッシーというのもなかなか興味をそそります。

『道化師』と並ぶカバレフスキーの代表作と、
チャイコフスキー三大交響曲の第１弾

『コラ・ブルニョン』序曲は、20世紀の作ながら、
旧ソ連ならではの明快な音楽

交響曲第４番は、
チャイコフスキーの人生の苦悩を反映した作品

同曲は、西欧的な語法、ラテン的なテイスト、
ロシア民謡の要素が同居したダイナミックな音楽 

メック夫人との奇妙な関係

1
2
3
4

チャイコフスキーと文通しつつ支
援したナジェジダ・フォン・メック夫人

（1831-1894）

本日の作曲家

ドミトリー・カバレフスキー
Dmitry Borisovich Kabalevsky （1904ー1987） 

　旧ソヴィエト連邦の“社会主義リアリズム”を佳き形
で具現化した作曲家。指揮者、ピアニスト、教育者、
著述家としても活躍しました。ペテルブルクで生ま
れ、1918年に家族でモスクワに移住後、当初はスク
リャービン音楽院、1925年からはモスクワ音楽院で
学びました。1929年に作曲科、1930年にピアノ科
を卒業。卒業作品のピアノ協奏曲第１番が評価され
て作曲家への道を進みます。1932年以降はモスク
ワ音楽院で教鞭をとりながら創作活動を展開。ソヴィ
エト作曲家同盟の運営にも携わりました。1938年
に初演された歌劇『コラ・ブルニョン』が、社会主義
リアリズム（平たく言えば、民族的なテーマや標題を
用いた明快な方向性）に忠実な作品として評価され、
児童劇「発明家と道化師」の音楽に基づく組曲『道化
師』は、国外で大人気を集めました。民謡風の旋律と
明快なリズムを特徴とする軽妙洒脱な作風で、各４曲
の交響曲やピアノ協奏曲をはじめ多ジャンルに作品を
残し、青少年の音楽教育にも尽力。教育書の執筆も
行い、平易なピアノ曲など子供用音楽の創作でも大
きな功績を挙げました。  
　日本では、組曲『道化師』の「ギャロップ」が運動会
の音楽としてひときわ知られていますが、そうした大
衆性が彼の特徴であり、魅力でもあります。彼は、革
命を賛美する社会主義的な立場に立ち、啓蒙活動に
勤しんで尊敬を集めながら、国際的な評価をも獲得
した稀有の存在。それは当然、高い芸術性の証しと
いえるでしょう。

旧ソヴィエト連邦で活動し、国際的な
評価と尊敬を集めたカバレフスキー 

楽曲解説は11ページをご参照
ください。  
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本日の作曲家

ピョートル・イリイチ・チャイコフスキー 
Pyotr Ilyich Tchaikovsky  (1840ー1893) 

　ロシア最大の作曲家。製鉄所の所長だった父の
赴任先、ウラル地方のヴォトキンスクに生まれました。
母の父はフランス人。つまり彼は、1/4フランス人の
血が入ったクォーターでした。父の意を汲んで法律
学校で学び、法務省に勤務しますが、ペテルブルク
の音楽学校に改めて入学。卒業後はモスクワ音楽
院の教師を務めながら作曲を続けました。  
　1875年にピアノ協奏曲第１番、1876年にバレエ

『白鳥の湖』といった名作を作曲。1877年、教え子と
電撃結婚したものの、神経を病んで入水自殺を図り、
すぐに別居しました。しかし同年から鉄道王の未亡人
メック夫人より多額の年金を受けて作曲に専念。この
激動期の1878年に、交響曲第４番、ヴァイオリン協
奏曲等を完成しました。その後は、西欧やウクライナ
の妹の家などで多くの時間を過ごしましたが、1888
年以降、交響曲第５番、バレエ『眠りの森の美女』『く
るみ割り人形』等の名作を次々に発表。指揮活動でも
成功を収めました。ところが交響曲第６番『悲愴』初演
の９日後に急死。死因は謎に包まれています。  
　彼は情緒不安定で神経質だったといわれ、同性愛
疑惑がつきまとってもいます。しかし作曲家としては、
西欧的な技法とロシアの民族色を融合させた作風
で、世界的評価を獲得。甘美な旋律、情熱的なロマ
ンティシズム、比類なきオーケストレーションなどが
相まって、多くの作品が定番レパートリーとなってお
り、日本でも絶大な人気を誇っています。  

しばた・かつひこ（音楽ライター）／音楽マネージメント勤務を経て、フリーランスの音楽ライター、評論家、編集者となる。雑誌、
公演プログラム、宣伝媒体、CDブックレット等への寄稿、プログラム等の編集業務のほか、一般向けの講演や講座も行うなど、
幅広く活動中。近著に「山本直純と小澤征爾」（朝日新書）。

若き日のチャイコフスキー 

楽曲解説は13ページをご参照
ください。  


